
平
成
29
年
10
月
10
日
か
ら
12

日
に
か
け
て
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
一
行
（
西
山
委
員
長
）

10
人
が
、
夕
張
郡
栗
山
町
に
お

い
て
『
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事

業
』
に
つ
い
て
、
行
政
視
察
を

行
い
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
夕
張
郡
栗
山
町
】

 １
、
ま
ち
の
概
要

栗
山
町
は
、
札
幌
市
や
新
千

歳
空
港
、
苫
小
牧
港
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
車
で
約
１
時
間
の
道
央
圏

に
位
置
し
て
お
り
、
周
囲
が
岩

見
沢
市
、
夕
張
市
、
由
仁
町
、

長
沼
町
と
接
し
て
お
り
、
人
口

は
約
１
２
，
０
０
０
人
、
東
西

17
．
５
㎞
、
南
北
25
．
１
㎞
、

総
面
積
２
０
３
．
93
㎢
の
面
積

を
有
す
る
町
で
、
北
西
部
で
は

国
道
や
鉄
道
が
通
る
交
通
の
拠

点
と
し
て
中
心
市
街
地
が
形
成

さ
れ
、
道
内
各
地
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
が
魅
力
と
な
っ
て

い
る
。
基
幹
産
業
は
農
業
で
水

稲
や
小
麦
を
は
じ
め
豊
富
な
農

産
物
が
収
穫
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
商
業
、
工
業
も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
発
展
し
て
い
る
。

２
、 

栗
山
町
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス

運
行
事
業
の
導
入
経
緯

栗
山
町
に
お
け
る
地
域
間
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
隣
接
す

る
岩
見
沢
市
・
夕
張
市
・
長
沼

町
・
由
仁
町
と
は
鉄
道
も
し
く

は
民
間
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て

い
る
。
ま
た
札
幌
市
へ
も
民
間

バ
ス
が
運
行
し
て
お
り
、
栗
山

市
街
中
心
部
に
あ
る
「
カ
ル
チ

ャ
ー
プ
ラ
ザ
Ｅ
ｋ
ｉ
」
に
鉄
道

駅
と
バ
ス
の
停
留
所
が
集
積
さ

れ
、
民
間
バ
ス
と
も
接
続
さ
れ

て
い
る
。

一
方
で
、
栗
山
町
内
の
公
共

交
通
は
、
平
成
２
年
に
民
間
バ

ス
の
撤
退
に
よ
り
、
交
通
弱
者

の
町
内
間
移
動
の
足
と
す
る
べ

く
町
営
バ
ス
の
運
行
が
ス
タ
ー

ト
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
民
間
バ
ス
の
撤
退
路
線

で
あ
る
こ
と
か
ら
収
支
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
人
口
減
少
や
自
家
用
車
の

普
及
に
伴
う
利
用
者
の
減
少
、

ま
た
燃
料
高
騰
に
よ
る
運
行
経

費
の
増
な
ど
、
運
営
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
高
齢
者
等
の
生
活
に
必
要



な
交
通
手
段
の
確
保
は
重
要
で

あ
り
、
と
り
わ
け
、
南
部
地
区

と
病
院
や
商
業
施
設
が
集
中
す

る
栗
山
市
街
地
を
結
ぶ
交
通
網

は
、
地
域
住
民
の
生
活
に
不
可

欠
な
足
と
し
て
廃
止
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
路
線
と
な
っ
て
い

る
。平

成
17
年
に
効
率
良
く
サ
ー

ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
運
行
を

目
指
し
町
営
バ
ス
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
大
学
の
先
生
等

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

色
々
な
運
行
方
法
の
検
討
を
開

始
。
平
成
20
年
３
月
に
栗
山
町

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

を
設
置
、
平
成
21
年
３
月
に
栗

山
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
を
策
定
し
た
。

平
成
21
年
11
月
よ
り
デ
マ
ン

ド
便
の
実
証
実
験
運
行
を
開

始
、
平
成
24
年
８
月
よ
り
路
線

等
の
一
部
見
直
し
を
し
て
本
格

運
行
の
導
入
と
な
っ
た
。
現
在

は
毎
年
、
栗
山
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
運

行
等
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い

る
。

３
、
ま
と
め
と
考
察

【
町
営
バ
ス
が
運
行
し
な
い
区

域
を
対
象
に
】

栗
山
町
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
区
域
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

区
域
の
２
つ
の
運
行
区
域
を
設

定
し
、
交
通
弱
者
等
に
対
す
る

公
共
交
通
の
充
実
化
を
図
っ
て

い
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
事
業
で
は
、

町
営
バ
ス
が
運
行
し
な
い
区
域

を
対
象
に
２
路
線
（
日
出
線
・

滝
下
線
）
を
運
行
し
て
お
り
、

年
間
の
利
用
者
数
は
各
路
線
、

４
，
０
０
０
〜
５
，
０
０
０
人

程
度
、
利
用
料
金
は
１
乗
車
に

つ
き
２
０
０
円
で
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
と
小
学
生
は
半
額
と

し
て
い
る
。

運
行
業
務
は
、
町
内
業
者
に

委
託
し
て
お
り
、
観
光
バ
ス
業

者
１
社
、
タ
ク
シ
ー
業
者
２
社

に
よ
る
３
社
で
、
毎
年
、
業

務
（
路
線
）
ご
と
に
入
札
を

行
な
い
、
年
間
１
路
線
当
り
約

６
０
０
万
円
の
運
行
経
費
で
委

託
し
て
い
る
。
な
お
、
委
託
料

の
中
身
は
人
件
費
、
燃
料
費
、

油
脂
（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
等
）、

被
服
費
等
で
、
修
繕
費
（
車
検

等
）、
消
耗
品
（
タ
イ
ヤ
等
）

に
つ
い
て
は
町
の
負
担
と
し
て

い
る
。

な
お
、
運
行
車
両
は
、
日
出

線
14
人
乗
り
ハ
イ
エ
ー
ス
、
滝

下
線
は
58
人
乗
り
の
バ
ス
に
よ

り
運
行
を
行
っ
て
い
る
。

【
利
用
者
の
約
８
割
が
高
齢
者

で
概
ね
良
好
】

デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
者
の
約

８
割
が
高
齢
者
で
、
目
的
の
多

く
が
買
い
物
、
そ
の
他
、
通
院

や
他
市
町
村
へ
の
中
継
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
か

ら
の
反
応
は
概
ね
良
好
で
、
実

証
実
験
も
含
め
て
運
行
か
ら
約

９
年
が
経
過
し
、
事
業
自
体
は

住
民
に
充
分
根
付
い
て
い
る
。

現
在
は
特
に
Ｐ
Ｒ
活
動
は
行
な

っ
て
い
な
い
が
、
実
証
実
験
開

始
時
や
本
格
運
行
開
始
時
に
は

町
広
報
誌
へ
の
掲
載
、
対
象
区

域
へ
出
向
い
て
の
説
明
会
、
対

象
区
域
全
戸
へ
の
チ
ラ
シ
配
布

等
、
き
め
細
か
く
分
か
り
や
す

い
方
法
で
周
知
に
努
め
て
い
た
。

特
に
地
域
説
明
会
で
は
、
何

ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
と
で
き
る
限

り
組
み
合
わ
せ
、
地
域
住
民
の

約
８
割
が
参
加
し
て
い
た
よ
う

で
、
町
民
意
識
の
高
さ
に
は
驚

い
た
。
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【
予
約
は
30
分
前
ま
で
で
、
ど

こ
で
も
乗
車
可
能
】

実
証
実
験
中
は
予
約
を
複
数

ヶ
所
で
受
け
付
け
て
い
た
が
、

連
絡
不
備
に
よ
り
予
約
便
が
動

か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、

本
格
運
行
導
入
時
に
は
予
約
受

付
も
運
行
委
託
会
社
へ
一
本
化

し
た
。

ま
た
、
予
約
は
運
行
時
間
の

１
時
間
前
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
当
該
路
線
の
み
の
運
行
と

し
て
い
る
た
め
、
実
際
は
30
分

前
ま
で
で
あ
れ
ば
予
約
を
受
け

付
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

な
お
、
予
約
箇
所
か
ら
隣
家

へ
の
移
動
等
は
基
本
的
に
断
っ

て
お
り
、
そ
の
他
で
予
約
が
あ

り
通
過
す
る
区
間
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
乗
車
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

【
時
間
帯
の
見
直
し
と
赤
字
の

縮
小
】

乗
車
人
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、
主
に
高
齢
者
の
利
用

が
多
い
た
め
、
施
設
入
所
等
で

地
域
か
ら
離
れ
た
際
に
利
用
が

無
く
な
る
こ
と
が
大
き
な
要
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
稼
働
率
は
企
画
運
行

回
数
に
対
し
81
％
程
度
の
運
行

で
あ
る
が
、
年
間
を
通
し
て
利

用
の
少
な
い
時
間
帯
の
見
直
し

や
料
金
の
値
上
げ
を
せ
ず
に
赤

字
を
縮
小
す
る
方
策
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

今
後
、
民
間
バ
ス
の
減
便
が
決

定
し
て
い
る
区
間
が
あ
り
、
高

校
生
の
通
学
へ
の
対
応
が
迫
ら

れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

【
町
民
に
便
利
だ
と
思
わ
せ
る

デ
マ
ン
ド
バ
ス
】

今
回
、視
察
し
た
栗
山
町
は
、

面
積
は
当
町
と
同
程
度
だ
が
、

人
口
規
模
は
約
３
倍
と
な
っ
て

お
り
、
町
内
に
は
、
品
揃
え
が

豊
富
な
食
料
品
ス
ー
パ
ー
や
総

合
病
院
も
あ
り
、
基
本
的
に
は

町
内
で
生
活
が
完
結
で
き
る
環

境
に
あ
る
。

一
方
、
当
町
に
は
、
食
料
品

の
ス
ー
パ
ー
が
な
く
、
町
内
で

生
活
が
完
結
で
き
る
環
境
に
あ

る
と
は
い
え
ず
、
町
民
の

多
く
は
生
活
必
需
品
を
求

め
て
町
外
へ
流
れ
て
い
る

現
状
も
あ
り
、
町
内
運
行

の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
は
対

応
で
き
な
い
部
分
も
多
く

あ
る
。
今
後
、
交
通
弱
者

に
対
す
る
支
援
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
特
に
運
転

免
許
の
返
納
を
考
え
て
い

る
高
齢
者
の
事
を
考
え
る

と
、
そ
の
対
策
は
急
が
れ

る
。デ

マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
課

題
を
抱
え
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
の
は
、
ど
こ
の
自
治
体

も
同
じ
で
あ
る
が
、
当
町
に
お

い
て
は
、
今
後
、
実
証
試
験
で

明
確
と
な
る
多
く
の
課
題
を
洗

い
出
し
、
そ
れ
ら
を
解
消
し
な

が
ら
、
き
め
細
か
く
利
用
者
や

町
民
か
ら
意
見
や
要
望
を
聞
い

て
、
町
民
に
便
利
だ
と
思
わ
せ

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

　

委 

員 
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西
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和
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委
員
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花
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泰
子

　

委　
　

員　
　

五
十
嵐
捷
爾

　

委　
　

員　
　

吉
田　

峰
一
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松
井　

盛
泰

　

委　
　

員　
　

成
澤　

五
郎

　

委　
　

員　
　

木
村　
　

一

　

委　
　

員　
　

笠
松　

悦
子

　

委　
　

員　
　

谷
口　

康
之

　

議　
　

長　
　

伊
藤　

政
博

　

総
務
企
画
課

　
企
画
振
興
係
長　

大
谷　

晃
介

　
議
会
事
務
局
長　

村
上　

義
久

　

係　
　

長　
　

筒
井　

俊
介
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